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１． 概 要

1F1～４使用済燃料プール（以下，ＳＦＰ）からの取り出し燃
料を共用プールに受け入れる際に持ち込まれる塩化物イオン（以
下，Clイオン）の影響評価結果を踏まえて，以下のように対策を
変更する。

隔壁設置による「設備対策」から，水質管理による「運用対策」
への変更

理由：

キャスク内部水中のＣｌイオンによる共用プール水質への影響は，以
下により問題のないものと評価されるため。

・持ち込まれるＣｌイオン量が極めて小量

・H24年４月に復旧した既設ろ過脱塩器（以下，FPC/FD）により

プール水の浄化が可能
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初期採取値 塩分除去前 イオン交換前 最新データ

分析値 4.4 － － 5
採取日 H23.6.22 － － H24.7.17

分析値 1100 1600 130 14
採取日 H23.4.16 H23.11.15 H24.4.2 H24.8.30

分析値 2400 1600 130 73

採取日 H23.5.8 H24.4.5 H24.6.23 H24.8.30

分析値 6000 1944 197 24

採取日 H23.4.12 H23.8.20 H23.11.29 H24.9.16
1F4

1F1

1F2

1F3

２．背景

表１．１F１～４SFP Clイオン濃度の推移（単位ppm）

共用プールへの燃料移送によるClイオンの影響を定量的に評価し，隔壁の要
否を含め，効果的な対応事項の再検討を実施

・検討当初と異なり，SFPでの塩分除去作業が進んでいる（表１）
・ FPC/FDが復旧され，プール水の浄化が可能となっている

H23上期に「１F１～４SFPから共用プールへ持ち込まれるＣｌイオンの影響」
を定性的に懸念して，共用プールをエリア区画する隔壁の設置を検討。（図１）
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図１．隔壁概要図

※１：1F2はH24.7.2にイオン交換完了
※２：1F3は塩分除去実施中（1F4の後にイオン交換実施予定）
※３：1F4はH24.9中旬よりイオン交換実施中

※１：燃料ラックを1列抜いて隔壁を設置
※２：隔壁上段に開口を設け，オーバーフロー水で冷却

隔壁設置には以下のデメリット
・共用プールでの貯蔵スペース減→燃料払い出し作業の増加
・現場作業（燃料払い出し作業，隔壁設置作業）の錯綜
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３ －（１） ．共用プールClイオン濃度への影響評価

キャスク１体輸送時にSFP側より持ち込まれるCｌイオンによる共用プールCｌイオン濃度
への影響について，以下のように保守的に評価
（1F4ケースを代表ケースと設定：１F1～4において①，②が最大であるため）
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キャスク１体輸送時の共用プールCｌイオン濃度への影響は約０．４ppmと評価

各表面に浄化前のSFP
水を含有している0.2
㎜のクラッドが均一に
付着していると仮定

図２．共用プールへの燃料輸送概要

キャスク内部水等
で持ち込まれたCl
は共用プール移送
後に拡散→浄化

燃料集合体

P：ポンプ，FD：ろ過脱塩装置，Hx：熱交換器

共用プール水量：約４，０００ｍ３

①キャスク内部水として持ち込まれる塩分量
SFP燃料取出迄に100ppm以下で管理する事から100ppmと
想定（キャスク内部水（3.8m3）で輸送される量は約380g）

②燃料表面付着物（クラッド）に含有される塩分量
燃料集合体の表面に0.2mmのクラッド※が均一に付着して
いた場合，燃料集合体1体あたり約7. 8g付着していると
想定される（22体輸送時には約172g）
※過去の１Ｆデータを参照に保守的に設定

③水置換，プール内拡散での減衰
・水置換効率を30%と想定（キャスク内の塩分を30％除去）
・プール水量での希釈（1/4の範囲で拡散すると仮定）

《キャスク１体輸送時の塩分濃度への影響》
キャスク１体輸送時に持ち運ばれる塩分量は以下
（３８０＋17２）×0.7＝38６ｇ
これが共用プールの1/4に拡散すると濃度は

38６÷（４０００×１０６ ÷ ４）×１０６＝０．３９ppm
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３ －（２） ．燃料表面への塩化物付着状況（新燃料調査結果）

ロックナット

下部端栓ねじ込み部

下部端栓

Ｈ２４年８月下旬に実施した１Ｆ４新燃料の外
観確認の結果は以下の通り

図３．新燃料調査（外観確認）

※新燃料調査の結果，表面へのクラッド付着は
ほぼなかったが，照射済燃料には新燃料より
も付着していると思われるため，クラッドに
よる影響評価は過去の１Ｆデータを用いる。

・燃料表面及びすきま部への固化した塩化物
の付着は確認されなかった

・燃料構造部材には金属光沢があった
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３ －（３） ．FPC/FDの浄化能力

H24年４月にFPC/FDが復旧した事により，プール水の浄化が可能となった。
FPC/FDの浄化能力は以下の通り。

図４．共用プールの1/4に拡散した場合（１Ｆ４）

共用プールのClイオン濃度は
・SFP側での除去効果
・復旧したＦＤでの除去効果
により，隔壁を設置していなくても問題
のない値で推移する事が予想される

キャスク搬入直後は
一時的に約０．４ppmとなるが
本設FPC系の処理速度を鑑みる
と８時間毎に１／１０程度に減
衰する事が見込まれるため，
16時間後にはほぼ除去される

・移送容器搬入によるCｌイオン濃度上
昇の影響を最も受ける図４の代表ケー
スにおいても従来の管理値である
０．５ppm以下を満足すると評価

・キャスク搬入の都度，図４の推移を
繰り返す

評価上の目標値（従来管理値）

１）Ｃｌイオン浄化能力

２）異物浄化能力
ＳＦＰに瓦礫が混入している号機があり，共用プールに小ガレキ及び粒子状の異物
が多少持ちこまれるものの，これらに対する浄化能力も有している。
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４．まとめ

20132012 2014年度

共用プール

共用プール復旧

☆４号機燃料取り出し開始

共用プール燃料取り出し等

燃料取り出し

クリティカル工程

準備工事・ガレキ撤去

燃取用カバー構築・燃料取扱設備据付
燃料取り出し

据付

設計・製作 （隔壁）

据付

プール内ガレキ撤去・燃料調査等

設計・製作 （隔壁他）

キャスク内部水中のＣｌイオンによる共用プール水質への影響は，
・持ち込まれる塩分量が極めて小量
・H24年４月に復旧したFPC/FDによりプール水の浄化が可能

→隔壁設置による「設備対策」から水質管理による「運用対策」に変更する。

表２．共用プール改造検討スケジュール

（設計検討）

隔壁関連の記載を削除

リラッキング他へ記載変更

5階の機器撤去

・隔壁の設計検討の結果，
隔壁の設計・製作等は取りやめる

変形燃料等の受け入れのため，
引き続き検討を実施

▼2012年9月現在
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【参考資料】

クラッド厚さ０．２mmについて

以下のように過去の１Ｆデータを参考に保守的に設定。


